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迎えうたなければならないことがある
誰にでも試練があります。逃げてばかりはいられない事態に直面することがあります。

例えば、家族親類の病気や死、入試や就職などの人生の節目などです。予め訪れること

が分かっているものもあれば、突然訪れることもあります。「そのような嫌な事、大変な

ことは親や兄姉に任せよう。」と思っている人もいるかもしれません。しかし、状況によ

って自分自身が一番の当事者

になることだってあります。

特に、18歳成人年齢を迎えた

人は覚えておいてください。

では、難しい局面をどのよ

うに乗り越えたらよいのか。

これは日頃からアンテナを高

くして、周りの人々が困難な

時にどのように対応している

かを観察しておくことだと思

います。特にリーダーになる

人は、これは大切です。誰の

どのような行動が影響力があ

るのか、事態を悪化させるの

はどのようなことをした時か

などを見ておくことはとても参考になります。人は困った時にどのような行動をとるか

でその人の真価が問われます。困難を乗り越えるために平穏な時にこそ、観察し思考を

めぐらすことを怠らないでください。

《全国中高一貫教育研究大会を並木中等で開催！》

令和４年度第21回全国中高一貫教育研究大会を２月２日に本校で開催します。

当日は、北は北海道から南は宮崎県まで、全国各地から中等教育学校及び附属中

学校のある高校の先生方が集まり、並木中等の取り組み等を参観する予定です。


